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1. はじめに
本稿は， タイ人の 日本語学習者に と って ， 最も問題になる， 文末における動詞のテンス
とアスペクト「～｝レ」，「～夕」，「～シテイル」，「～シテイタ」と ， それぞれの意味を表わ
すタイ語の基本形「V」(1) ，未来形「ca+V」，完了形「V+l釦ぉw」，進行形「kamlag+V」,
「V+yuu」,「kamlatJ + V + yuu」を比較対照する。 そこから得た結果を考察し， クイ人を
対象としたより効果的な日本語のテンスとアスペクトの 教授法を試みる。
2. テンスとアスペクトの概念及び定義
日本語のテンスについては， 山田孝雄(1908)， 松下大三郎(1928)， 金田 一春彦(1957),
鈴木重幸(1972)， 寺村秀夫(1973)， 草薙裕(1975)などの 様々な見解がある。 つまり，
時間 の表現，アスペクト， 単なるム ー ド， 又はアスペクトあるいはム ー ドと 関連し て見る
見解がある。 が ， 何れの説もテンスが動詞の変化で表わされるもの であるという点では
一致している。





「テンス」は，時の流れの うちの 一 点を撃準として ， その時点 ， それ以前， それ以後の
動作・作用や状態 のなりたつ時間 を 一定の形 態 （助動詞， 活用語尾）によって表現し分け
る文法的なカテゴリ ーである。




類が必要となる。本研究の最終の目的 が前述の とおり， タイ人に対する日本語教授法への
試みにあるこ と から， タイ人が理解しやすく， 又， タイ語分析で も類似の分析 が あ る，
金田一 (1950) の動詞の四分類（状態動詞， 継続動詞， 瞬間動詞， 第四種の動詞）を巾心
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に， 分析， 記述を進めていく。
I テ ン ス
日本語動詞のテンスは， 基本形「～）レ」と過去形「～夕」の形態的な対立がある(2) 0 状
態動詞の場合，「～）レ」は現在・未来を表わし，「～夕」は過去を表わす。「～）レ」は動作 ・
































































2. kh恥w pay roo9 ・・ ・・＾riiaan miiaawaannii
彼 行く 学校 きのう
彼は きのう学校へ行った。







A 「l紐w」は，動作・作用動詞の場合， 動作・作用が完了したこと （例文(4)）。 状態
動詞の場合， ある状態が新しい状態に変化したこと（5) , 更に結果動詞の場合，動作 ・ 作用
が完了したこと，あるいは， その完了の結果を表わす(6)。
4. dek kin khaw Ireぉw
子供食べる ごはん 助動
子供がごはんを食べた。
5. tha klumcay 1釦ぉw
彼女 心配する 助動
彼女は心配するようになった。




7. khiiw ｛□｝主 n的sli ［�}
















1.「うん， コ ダがね，病院にいゑよ」（友， 225)
＝ 国koda rt y些thii roof)phayaabaan n釦ぉ”
2.「…あなた方， ドイツ語は出きますか」（友，106)








= phr紅）nii khun m釦ぉ ca yuu baan
2)未来の動作・作用
5.「..•そんなきたないIIをきくと， また， ねえちゃんに叱られるよ。」（肯，21)
= ".. •thaa ph1i daay yin khamph(1ut yaapkhaay yaaf)韮n k釦吐thiuk虹
'"aw na 
3)臼し手（疑間文の場合， 間き手）の意志
6. 「モリ， 文化祭まで， 私，介」
．
：日来るわ」（友， 153)
= "mori chan ca maa thuk 、van conkwaa ca tht〇\van 9aan"
II 日本語の「～夕」と対応するもの
日本語の「～夕」形は過去， 勁作・作用の動詞の場合， 過去・完了を表 わ す。「～夕」
は， 又息いおこし， 期待の実現も表わす。それに対応するタイ語の形は， 過去と息いおこ










9. 武も， えつ子も， ひまのあるかぎり， 田畑に出て働いた。（夜，9 0)
= th的takeshi 1命 etsuko ta.al) _e豆thamf)aan nay thu9naa thukkr的 thii
mii weelaa waaf) 
4)忌いおこし
10.「また外国語が出ました。 ノウは英語にもありましたね。」（青在，154)
= "mii phaas五a taa!)叫theet iik l紐w nay phaasaa af)krit k3:)竺りkham
waa noo duuee n釘
11.「あ，だめだ， アルバイトがあったの」










12.「あ， はらがこュ左。 何かうまいものでもくいたいな」（夜， 170)









作・作用の結果を表わす。 そして， 第四種の動詞では， 必ず「～シテイル」て用い， 単な
る状態を表わす。 タイ語では， 進行継続を表わす「～シテイル」と対応する形は「kamlaf)
+V」,「V+yl\u」,「kamla!)+ V + yuu」である。 が， 単に「 V」で進行継続を表わすこと
もある。前述の他の意を表わすタイ語の対応形は「 V」であるが，「V+l釦ぉw」て動作・
作用の結果を表わす場合 も あ る。又， 「～シテイル」が作用の辿行継続と作用の粕果を表









= "phr5 naamman mot n紺'
16.「先輩は， この人を知ってますかの」（青，6 6)
= "phii ruucak khon nii may khrap"










= h5:> SU.lit) traf)aan yuu nay th5::i9 faa

















= "wannii kh五w ca maa baa ch五n duuee ch五n m年1釦ew na .. 
21.貧乏なら恨れている。（青春，39)







「kamlal)+V + yuu 
現在の動作・作用の進行継続
21.「何を見ているんです」（三，87)





















1. 未米の状態・存在， 動作・作用， 話し手（疑問文の場合， 間き手）の意志を表わす
「～）レ」⇔「ca+V」
日本語の状態動詞の晶本形「～）レ」は現在．・未来を 表 わ し， 継続動詞及び瞬間動詞の
「～）レ」は未来を表わす。 一方， タイ語の「ca」 は何れの種類の動詞の前に置かれても未
来を表わす。 両言語の未来を表わすテンスの形が迩う為， タイ人はテンスを混用しがちで
ある。 つまり， タイ人は文脈や時の副詞がなければ「～ル」は現在， 未来のどちらを表わ
すか分からないが，「～）レ」と「V」の両方が現在の意味を表わ す の で「～）レ」を現在だ
と解釈してしまうことが多いようである。
又， 意志を表わす場合， 日本語は脳本形「～｝レ」で， タイ語は未来形「ca+V」で表わ
すため， これも問題となってくるのである。





去と完了を表わし， 文脈によって完了の意味が区別さ れ る。「～夕」はタイ語の「V」と
「V+l紐w」となる場合にわかれるため， タイ人にとって， 問題になりやすいのである。
4. 期待の実現を表わす「～夕」⇔「V+l釦ぉw」
この際， 日本語では，「～夕」， タイ語では「V+l和ぉw」が用いられる。 が， こ れ は前
項と同じ問題なので， タイ人にとって理解しにくい点である。
5. 息いおこしを表わす「～夕」⇔「V」
この場合には， 日本語は， その状態や動作・作用が認識された時点に重点 が 置 か れる
が， タイ語では， 発話時点を悲準にして， その状態， 動作・作用がすでに起こったか， 又
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日本語とタイ語のテンスとアスペクトの対応表

















動作 ・ 作 用






























「kamlaD+ V + yuu」が 対応するが， タイ語は， 状態動詞の場合には 「V」 のみて表わす
こともある。これは動詞の種類と関係をもっていると考えられる。つまり，日本語におい











又， 「V」で動作・作用の結果と表わすこと があ る。これは状態動詞と結果動詞に見ら
れる。タイ語の結果動詞はそれ自体過去を表わすが， 一度起こったら， その結果が残るた
め「V」で結果の状態が表わされるわけである。状態動詞の場合にも「V」てその状態が







第四種の動詞は「～シテイル」をもって単なる状 態を表 わ す が， タイ語の状態動詞は
「V」のみで表わす。
11.作用の結果の状態を表わす「～シテイル」，「～シテイタ」⇔「V+yuu」








異の出てくることが分かる。従って， タイ人にとって， 起こ りそ うな 問四を解決するた
め， 次のような用法が効果的であろう。
時の副詞や文脈がなければ， タイ語の動詞の「V」は現在， 過去， 日本語の動詞の「～
ル」は現在・ 未来のどちらを表わすか判断できないことから， 教える際， 必ず副詞を用い
ながら， テンスを教える。これによって， 学習者は， 日本語の「～｝レ」とタイ語の「V」
の用法がよく理解できるようになり ， テンスを正しく使用することができる。






(2) 「～）レ」と「～夕」の対立はテンス， アスペクト， ム ー ドのいろいろな角度から考えことも可能
で， 従来いろいろな意見が出されているが， 本稿では， この対立を本質的には「llザ」に関わるもの
と考え， テンスの問題として扱う。
{3) 例文の後の（ ）の中は作品名及び， そのペー ジを示している。 原典については， 本稿の最後に
リストをのせてある。（ ）のない例文は筆者が作ったものである。
(4) 「外に型左型左」 のようなぞんざいな命令は相手を自分の命令することに誘い込むため， その
動作をすでに実現したことのようにいっている。 しかし， この他にも「出て， 出て」とか「出る，





(5) 「～夕」は形の上では過去であるか， 完了であるか区別できないが， 文脈や場面によって判断さ
れる。 つまり， 過去というものはその動作・作用がすでに起こって現在ときりはなされるが， 完了
は， その動作・作用がすでに起こったが， まだ現在とつらがってきりはなせない の で あ る。 従っ
て，「～夕」 が過去と完了のどちらも表わすため， その動作 ・ 作用が現在とつながっているかどう
かは文脈や場面で判断される。
(6) 例えば， シンタワナンタ(1970)
{7) 未来を表わす文にも「ca」がないものがある。 ただし， この文が未来を表わすことは， この文の
文脈（副詞）から明らかでなければならない。 従って， 根本的には未来の文に「ca」が必要だと考
える。
(8) 「kamlav」,「yuu」,「kamlav-yuu」は， 意味上では， 何れも進行継続を表わすが， 構造として
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